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【リ： ねぎ類、たまねぎ、キャベツ、ばれいしょ、さつまいも（加工・業務用野菜等）】 

 

 

１ 年次別推進目標 

項目 現状（H30）A R3（計画） R5（中間評価） 目標（R7）B 伸び率（B/A） 

作付面積(ha) 1,698 1,912 2,093 2,278 134.2% 

生産量（ｔ） 22,280 25,546 28,823 31,500 141.4% 

産出額（億円） 41 48 53 61 148.8% 

※出典：「野菜生産出荷統計」（農林水産省）、「生産所得統計」（農林水産省）、数値はさつまいも以外の４品目の合計値  
 

２ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ねぎ類、たまねぎ、キャベツ、ばれいしょの作付面積と産出額の推移】 
 
【生産概況】 
・震災後に施設・機械の導入が進み、法人や営農組合が復旧農地で大規模な露地園芸生産を行っています。復旧農地
の中には、土質や排水に課題があるほ場が見られます。 
・地域水田農業ビジョンにおける園芸作物の導入目標では、大幅な作付面積の拡大が計画されています。 
・ばれいしょでは、平成１９年にカルビーポテト株式会社とポテトチップス用ばれいしょの契約栽培が開始されました。広
域に渡る生産者協議会が設立し、生産を拡大する動きがあります。 
・ねぎでは、一般的に定植、管理作業は歩行型機械で、収穫作業は掘取機が使用されていますが、調製作業は手作業
が多く、調製・出荷作業に多大な労力を要することが面積拡大の阻害要因の一つとなっています。 
・こねぎは、水田転作による団地化とパイプハウスの導入により周年栽培が行われており、若い生産者も比較的多くなっ
ています。 
・たまねぎは、本県産出荷時期が国内大産地の端境期に当たる優位性がありますが、生産は拡大していません。一般
的な秋まき栽培に加えて、収穫期をずらした春まき栽培が一部で導入されています。 
・キャベツでは、実証試験が行われ、機械化一貫体系の技術が確立されてきています。一方、長年の連作による障害や
病害虫による収量や品質の低下が課題となっています。 
・さつまいもは、県内で徐々に生産が拡大してきていますが、栽培や貯蔵等の技術力の向上、産地化に向けた販路の
統合等が課題となっています。 

 
【生産・経営面】 
・野菜における加工・業務用の割合は、需要全体の約６割を占めており、契約取引・契約栽培・受注生産などに対応して
いく必要があります。 
・安定供給を図るためには、機械化体系の導入・確立や実需者ニーズに対応できる生産・流通体制の整備を図る必要
があります。 
・高齢化等により、縮小する産地も見られることから、担い手の確保に向けて認定農業者や農業法人等に働きかける必
要があります。 
・市場出荷と加工・業務用出荷の両方を見据えた販売戦略の構築が求められます。 
 
【流通・販売面】 
・生産履歴記帳の延長として、農業者のリスク管理に基づく生産物の安全性確保に対する意識向上とＧＡＰの導入を促
進する必要があります。 
・契約出荷においては、出荷数量の安定確保が求められることから、不作時の出荷数量確保が課題となります。 

サプライチェーン構築と機械化・省力化による露地園芸の拡大 
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